
～

　最終予算額　 （Ａ)

　決　算　額 （Ｂ)

Ｂ(H24はＡ）のうち一般財源

 従事する職員数

 概算人件費 （Ｃ）

　概算事業費　（Ｂ(H24はA)＋Ｃ）

826

□　余地なし

　県産材を利用した新製品開発や試験研究等へ助
成することにより、県産材の需要拡大及び県産材を
使った製品等の生産性の向上を図る。

　以下のとおり、6件の新たな製品開発等により、県産材の利用促進のため
の販路が拡大した。
・独自の乾燥方法による県産材を活用したエクステリアの開発
・高性能木製サッシの開発
・県産材を活用したオフィス家具の開発　等

判　定　・　説　明

b
期待どおり

　成果報告として、県庁１Ｆﾛﾋﾞｰにて展示を実施。
※開発製品の販売量は翌々年度の9月以降に確定

（効率指標算出式）
概算事業費/製品開発・試験研究件数

事業の目標(H23) 事業成果・評価

※

8,161 4,309

④
事
業
の
成
果

⑥
総
合
分
析
等

総合分析
(今後の課題、
取組方針等)

　県産材の活用増加を図る上で、建築資材・土木資材としての製品化が必要であり、新たな製品開発や生産性の
向上、品質の向上は、今後も必要と考える。

特記事項 平成２３年度事業終了

□　増加

事業改善（有効性・
効率性）の余地

⑤
事
業
の
課
題

区　分

事業ニーズの変化 判
定
の
説
明

□　余地あり

□　横ばい □　減少

□　当面余地なし

□　当面余地なし
県の関与を見直す
余地

□　余地なし

□　余地あり

（完了）

評価区分

左記以外のH23年度実績

　製品開発・試験研究等(活) 件 5 6

23年度 24年度（見込）

m3 ※

25,853

③
事
業
実
績

成果指標・活動指標内容 単位

<効率指標(単位当りｺｽﾄ等)>
1研究あたり事業費

事業費
/施設

②
事
業
コ
ス
ト

区　　分

　開発製品の販売量(成)

22年度

0.10人 0.10

23年度事業費の主な内訳

千円 25,027 0 ・補助金：25,027千円

千円 39,974 25,027 ―

0

　概　算
　人件費

千円 40,806

40,000

千円 832

0

①
　
事
 
業
 
の
 
概
 
要
 
等

目　的
(必要性)

　県産材を利用した新たな需要を喚起する新製品開発等に対して助成し、県産材の生産量・加工量を増加させることにより、
県内の林業・木材産業の活性化を図る。

対　象 　県産材を扱う住宅建築又は林業、木材産業に関わる者等

目指すべき姿

・これまでに県産材が使われなかった分野において、新たな需要が発生することにより、県産材の流通を活性化させる。
・住宅建築等における県産材製品の選択肢が広がることにより、他製品との代替が期待でき、市場の活性化が促進される。
・地域環境に配慮した製品等を開発することにより、新聞などのメディア等を通じた県産材のＰＲにつながり、新たな需要の発
生が期待できる。

事業内容
　県産材を利用した新製品開発・試験研究、新製品・新商品の普及及び生産性向上対策、実証モデル施設等整備に対し補
助する。
　（補助率：【国】2/3以内）

0千円

23年度 24年度（当初）

0

単位 22年度

森林整備加速化・林業再生事業費補助金実施要綱（国）、木材関係事業補助金交付要綱（県）、県産材利用開発事業実施要領（県）

実施方法
国庫･
県単

　住宅建築又は林業、木材産業に関わる者等へ補助金を交付し実施

実施期間 H22 H23 根拠法令等

国庫補助事業

平成24年度事務事業評価シート （23年度実施事業分）

事業番号 中期総合計画主要施策番号 2-04 部・課
担
当
課

林務部県産材利用推進室

事　業　名 県産材利用開発事業
(森林整備加速化･林業再生基金活用事業)

09 03 08

3273

mokuzai@pref.nagano.lg.jp

内　線

E-mail


